
 
 

 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：17－013） 

 

パラオ共和国に供与予定の 40メートル型巡視船 PSS Kedam 

 

 9 月 18 日、パラオ共和国のトミー・E・レメンゲサウ・ジュニア大統領は、

日本財団及び笹川平和財団1から供与された 40 メートル型巡視船に『PSS 

Kedam』と命名した。これは、広島で執り行われた命名進水式において、レメ

ンゲサウ大統領及びデビー・レメンゲサウ大統領夫人が完成間近の最新鋭の巡

視船に命名したものである。 

 Kedamは、パラオに生息する最大の海鳥であるオオグンカンドリにちなんで

命名された。同大統領は式典において、「パラオに生息する鳥類の中で最も飛

翔能力が高いオオグンカンドリは、上空から広範囲を見渡し獲物を捕らえるこ

とができる。その視界から逃れることはできない。Kedamは、船乗りのように

獲物を探し求め数百マイル移動するが、必ず元の場所に帰ってくる。縄張り意

識が強く巧妙、まさにパラオの高貴な鳥 Kedam と命名するのがふさわしい。」

と述べた。 

 同大統領は、日本財団、笹川平和財団及び Kedam 建造に携わった、日本海

難防止協会、水産エンジニアリング、警固屋船渠、五洋建設及び南洋貿易を含

む全ての関係機関に対し、パラオの海上保安能力向上を可能にするため多大な

貢献をしたとして感謝の意を示した。 

 大統領には、フランシス・マツタロウ駐日パラオ大使、メアリーアン・デレ

メル酋長評議会理事、ニック・ンワル海事顧問、ケオベル・サクマ国家海洋保

護区（PNMS）事務局長、チャーレス・ミッチェル駐日パラオ公使参事官、ト

ーマス・トゥッティ海上警備・自然保護局局長（代行）及びオルケリール・カ

ズオ報道官が同行した。 

 巡視船の完成後、運航を担当するため神戸で訓練を受けている乗組員らも大

統領に同行した。巡視船は、2017 年 12 月に完成予定であり、同時期に神戸で

の訓練を終える、メイス・ギルメリール船長、ジム・クローラッド副官、モー

セス・ネスター機関長、カムルール・ザマン機関士、デューク・ジョセフ航海

士によってパラオに向け出航する。 

 総トン数 26 トン2の巡視船には、20 名の乗組員が乗船可能であり、最先端の

航海及び監視システムが搭載される計画である。パラオ最大となる巡視船

Kedamは、すでに供与された PSS H.I Remeliikと共に同国の海上保安及び監

                                                           
1  日本財団は巡視船を供与し、笹川平和財団は巡視船乗組員の訓練を支援している。 

2  巡視船の総トン数は 270 トンである。 



 
 

視活動を大幅に強化するものとなるだろう。 

 Kedam の供与は、パラオにおける海上保安能力を強化するため、2016 年 2

月 26日、パラオ国家海洋保護区制度に基づき、日本財団及び笹川平和財団とパ

ラオとの間で締結された覚書に沿った取組みの成果である。 

                （2017年 10月 6日 Island Times） 



 
 

 

 


